
 

 

1. 「Q＆A情報」 

 Q. 「HTML メール」の作成について詳しく教えてほしい （対象：【ACS-MKT】） 

A. 最近「HTML メール配信」についてのお問合せが増えていますので、改めて手順や注意点等を説明し

ます。 

なお、海外への配信については「HTML メール」が一般的ですので特に問題ありませんが、日本国内

向けの配信の場合、送信先のサーバではじかれる可能性が高いためお勧めしておりません。 

手順 

①［種別設定］で「HTML」を選択し、DreamWeaver 等で作成した html ファイル（メール原稿）をアッ

プロードします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②テキストパート部分を編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「HTML」を選択 

テキスト表示部分の原稿を作成 

当システムの「HTML メール」は、マルチパ

ートに対応しているため、「HTMLパート」と

同時にプレインな「テキストパート」を送信

することが可能です 



 

 

注意点 

①htmlの構文等が間違っている場合は、警告が出てアップロードできません。 

下記サイト等で事前にチェックをし、致命的なエラーを解決しましょう。 

http://openlab.ring.gr.jp/k16/htmllint/htmllint.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※点数が大きいほど重大なエラーとなりが、軽微なものに関しては無視しても良い場合があります。 

②当社にて、「HTML メール」の雛型を用意していますので、そちらを元に変更されるのが楽かも

知れませんが、「HTML メール」の編集に関するサポートは行なっておりません。ご了承下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当社の「HTML メール」テンプレート】 

http://openlab.ring.gr.jp/k16/htmllint/htmllint.html


 

 

③HTML ファイルをアップロードする際、テキストパートも自動的に生成されますが、改行位置等を

手動で修正して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④開封確認を行いたい場合は、あらかじめロゴ等の画像をクリック測定に登録し、そちらの URL

（#URL120#等）でリンクを張るようにして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<img src="http://www.apto-service.com/common/images/logo_header.gif"> 

上記画像の URLをクリック測定に登録（例：クリック測定 No.120に登録された場合） 

<img src="#URL120#"> 

上記の設定により、「クリック測定 No.120 をクリック」＝「HTML メールを開封」となります。 

 

 

HTML ファイルをアップロードすると、テキストパ

ートも自動作成されますが、通常のテキストメー

ル原稿と同様に、改行位置や空行の挿入など体

裁を整えて下さい。 

通常のテキストメール原稿と同様、「署名機能」

等も使えます。 

クリック測定設定 


